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江府町の人口

（12月31日現在）

世帯数1肌l世帯
人　口　咄門人
（前月比　1人滅）
（男）　臼34
（女）　ぴ18
出　生　　6

（男）　2
（女）　4
転　入　　7
（男）　3
（女）　4
転　出　13
（男）　7
（女）　6
死　亡　　2

（男）　2

（女）　0
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、

’曹一

勇
壮
な
天
神
ば
や
し
太
鼓
で

町
の
繁
栄
を
祈
願

伯
者
天
神
ば
や
し
太
鼓
保
存
会
で
は
、
一
月

八
日
、
土
井
之
内
会
館
で
天
神
ば
や
し
太
鼓
の

出
初
式
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
天
神
ば
や
し
太
鼓
は
、
戦
国
時
代
関
東

の
武
将
佐
竹
氏
の
武
運
を
祈
念
し
て
打
た
れ
た

と
い
わ
れ
、
佐
竹
氏
と
太
鼓
の
定
紋
が
日
ノ
丸

の
入
っ
た
末
広
（
扇
）
で
あ
る
こ
と
か
ら
緑
起

を
か
つ
い
で
、
一
月
八
日
を
選
ん
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、
神
事
で
、
保
存
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一

人
安
江
久
夫
さ
ん
（
洲
河
崎
神
社
宮
司
）
か
ら

お
は
ら
い
を
う
け
て
、
い
よ
い
よ
打
ち
初
め
。

保
存
会
会
長
の
井
上
町
長
を
は
じ
め
参
会
者
の

見
守
る
を
か
天
神
ば
や
し
、
と
お
り
ば
や
し
を

続
け
て
披
露
し
、
勇
壮
な
太
鼓
で
新
年
の
町
の

繁
栄
を
祈
願
し
ま
し
た
。

こ
の
天
神
ば
や
し
は
、
都
市
と
農
村
の
交
流

東
京
大
会
が
縁
で
井
上
町
長
か
ら
天
下
の
三
大

ば
や
し
の
一
つ
で
あ
る
茨
城
県
常
盤
の
保
存
会

に
要
請
、
メ
ン
バ
ー
を
派
遣
し
て
導
入
し
た
も

の
で
、
伯
蓄
天
神
ば
や
し
と
し
て
今
後
江
府
町

の
文
化
財
に
加
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

（
写
真
は
打
ち
初
め
式
）
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総
　
　
　
務

十
月
二
十
九
日
か
ら
七
日
間
に

わ
た
り
、
関
係
職
員
立
会
の
も
と

昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
、
特
別

会
計
監
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
六
日
か
ら
十
二
月

二
日
の
間
、
全
国
の
火
災
予
防
運

⑳

動
期
間
行
事
と
し
て
、
消
防
団
員
、

江
府
消
防
署
員
と
で
各
部
落
水
利
、

機
関
の
点
検
及
び
火
災
を
想
定
し

た
訓
練
を
実
施
し
、
防
火
態
勢
の

万
全
を
図
り
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
八
日
、
江
府
町
明

る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
昭
和

六
十
一
年
七
月
六
日
執
行
の
衆
議

院
議
員
総
選
挙
及
び
参
議
院
議
員

通
常
選
挙
に
お
い
て
明
る
い
選
挙

⑳

推
進
の
功
績
に
よ
り
自
治
大
臣
表

彰
を
受
け
ま
し
た
。

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動
が

十
二
月
十
六
日
か
ら
十
日
間
、
県

下
一
せ
い
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

江
府
町
で
も
各
種
団
体
の
協
力

を
得
て
期
間
中
、
交
通
安
全
パ
レ

ー
ド
、
広
報
車
の
巡
回
、
街
頭
指

導
等
を
実
施
し
、
交
通
安
全
意
識

の
高
揚
に
努
め
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
一
日
、
十
月
か
ら

の
俣
野
川
発
電
所
第
二
号
機
運
転

開
始
に
伴
う
記
念
式
典
と
祝
賀
会

が
、
中
国
電
力
当
局
、
通
商
産
業

省
、
鳥
取
岡
山
両
県
知
事
を
は
じ

め
、
関
係
者
多
数
の
出
席
の
も
と

に
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町

で
も
全
町
民
と
も
に
画
期
的
な
大

事
業
を
祝
う
た
め
、
全
戸
に
祝
酒

等
を
配
布
、
ま
た
、
運
転
開
始
を

記
念
し
て
町
報
「
俣
野
川
発
電
所

運
転
開
始
記
念
特
集
号
」
を
発
行

し
ま
し
た
。

同
和
対
策

日
野
郡
内
四
町
の
西
部
地
区
同

和
研
修
会
が
、
十
一
月
十
三
日
土

井
之
内
会
館
で
開
か
れ
、
一
二
〇

名
が
参
加
し
、
同
和
問
題
の
理
解

を
深
め
、
早
期
解
決
を
図
る
た
め

研
究
討
議
を
行
い
ま
し
た
。
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ま
た
、
十
一
月
十
九
日
、
「
部
落

解
放
基
本
法
」
制
定
要
求
国
民
運

動
鳥
取
県
総
決
起
集
会
が
、
鳥
取

市
で
開
か
れ
、
本
町
か
ら
三
名
が

出
席
し
ま
し
た
。

民
　
　
　
生

十
月
十
四
日
、
西
ノ
島
町
身
障

協
会
会
員
十
五
名
が
江
府
町
を
訪

問
、
甘
酒
茶
屋
で
交
流
会
が
開
か

れ
、
江
府
町
身
障
協
会
か
ら
七
名

が
参
加
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

十
月
二
十
八
日
、
町
民
体
育
館

鮎

で
恒
例
の
高
齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

が
行
わ
れ
、
町
内
六
十
歳
以
上
の

お
年
よ
り
約
四
〇
〇
人
が
参
加
。

ラ
ケ
ッ
ト
レ
ー
ス
、
ボ
ー
リ
ン
グ

競
争
、
玉
こ
ろ
が
し
リ
レ
ー
を
ど

七
種
目
に
熱
戦
を
く
り
ひ
ろ
げ
ま

し
た
。七月

か
ら
町
内
の
二
十
七
会
場

で
実
施
し
た
住
民
総
合
検
診
が
十

一
月
で
終
了
し
ま
し
た
。
受
診
者

は
、
一
、
一
八
三
人
（
対
象
者
数
、

一
、
五
八
〇
人
）
で
受
診
率
は
、

七
十
四
霊
で
し
た
。

＼＼

⑳
ウ
サ
ギ
は
身
近
な
動
物
て
、
い

ま
て
も
野
生
の
ウ
サ
ギ
を
よ
く
見

か
け
ま
す
し
、
食
肉
用
、
毛
用
、

毛
皮
用
、
ペ
ッ
ト
な
ど
と
し
て
広

く
飼
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
昔

か
ら
あ
る
い
ろ
い
ろ
な
物
語
に
も

ウ
サ
ギ
が
よ
く
登
場
し
て
い
ま
す
。

イ
ソ
ッ
プ
童
話
の
「
ウ
サ
ギ
と
カ

メ
」
や
、
日
本
の
昔

て
し
ま
い
ま
す
。
こ
う
し
て
見
る

と
、
ウ
サ
ギ
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ

は
い
ろ
い
ろ
の
よ
う
て
す
。

生
物
学
的
に
見
て
も
、
ウ
サ
ギ

は
な
か
な
か
し
た
た
か
者
て
す
。

砂
漠
、
草
原
、
森
林
、
高
地
、
ツ

ン
ド
ラ
な
ど
あ
ら
ゆ
る
所
に
住
む

こ
と
が
て
き
、
糞
を
食
べ
て
反
す

話
の
「
か
ち
か
ち
山
」

い
な
　
は

「
因
幡
の
白
ウ
サ
ギ
」

今
年
は
卯
年

な
ど
が
有
名
て
す
。

▲スキーシーズンを前に奥大山甘酒茶屋で消火訓練

観
　
　
　
光

山
陰
路
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が

八
月
二
十
二
日
か
ら
開
催
さ
れ
、

江
府
町
で
も
四
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を

計
画
。
十
月
十
二
日
実
施
予
定
の

奥
大
山
レ
デ
ィ
ー
ス
テ
ニ
ス
大
会

は
雨
の
た
め
中
止
に
を
り
ま
し
た

が
、
そ
の
他
の
イ
ベ
ン
ト
の
参
加

者
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

○
す
す
き
の
高
原
月
見
の
旅

十
月
四
日
か
ら
期
間
中
毎
週

土
曜
日
の
四
日
間
。
参
加
者
は

一
、
〇
五
四
人

○
烏
ケ
山
登
山

十
月
二
十
六
日
実
施
。
六
十

五
名
が
参
加
。

○
さ
わ
や
か
高
原
と
揚
水
式
発
電

所
ダ
ム
見
学

九
月
十
一
日
か
ら
三
日
間
開

さ
て
み
な
さ
ん
は
、

こ
れ
ら
の
　
う
二
度
飲
み
込
ん
だ
も
の
を
再

物
語
に
登
場
す
る
ウ
サ
ギ
に
つ
い

て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
て

し
ょ
う
か
。

「
ウ
サ
ギ
と
カ
メ
」
　
の
ウ
サ
ギ

は
、
油
断
し
て
昼
寝
を
し
て
し
ま

う
の
て
、
自
信
家
か
、
そ
れ
と
も

な
ま
け
者
。
「
か
ち
か
ち
山
」
は

お
じ
い
さ
ん
の
た
め
に
敵
う
ち
を

す
る
の
て
正
義
の
味
方
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も

タ
ヌ
キ
を
だ
ま
し
て
背
中
に
や
け

と
を
負
わ
せ
た
り
、
そ
の
傷
に
唐

幸
子
を
塗
っ
た
り
、
泥
船
に
乗
せ

た
り
…
…
、
ち
ょ
っ
と
残
酷
す
ぎ

る
よ
う
て
す
。
「
因
幡
の
白
ウ
サ

ギ
」
は
知
恵
を
働
か
し
て
ワ
ニ
サ

メ
を
ま
ん
ま
と
だ
ま
し
た
つ
も
り

が
、
皮
を
む
か
れ
て
赤
裸
に
な
っ

び
食
べ
る
こ
と
）
　
の
代
わ
り
に
す

る
習
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
事
典
に
は
ウ
サ
ギ
の
飼
育

は
容
易
て
、
飼
育
箱
は
幅
・
奥
行

き
六
十
セ
ン
チ
、
高
さ
四
十
五
セ

ン
チ
あ
れ
ば
い
い
と
い
う
意
味
の

こ
と
が
て
て
い
ま
し
た
。
な
る
ほ

ど
、
こ
れ
が
例
の
ウ
サ
ギ
小
屋
の

由
来
か
と
う
な
ず
い
た
次
第
て
す
。

ウ
サ
ギ
年
の
今
年
は
、
国
連
の

定
め
た
国
際
居
住
年
に
当
た
り
ま

す
。
貿
易
摩
接
解
消
の
た
め
に
も
、

内
需
を
拡
大
し
て
も
っ
と
住
宅
を

作
り
、
み
ん
な
が
ゆ
っ
た
り
と
し

た
家
に
住
め
る
よ
う
に
し
た
い
も

の
て
す
。
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催
。
参
加
者
は
七
十
名

建
　
　
　
設

昭
和
六
十
一
年
度
除
雪
対
策
会

議
を
十
二
月
八
日
開
催
、
各
区
長
、

町
内
業
者
と
本
年
度
除
雪
計
画
に

つ
い
て
打
合
せ
を
行
い
ま
し
た
。

県
道
（
主
要
地
方
道
、
一
般
県

道
）
四
路
線
に
つ
い
て
は
県
を
応

援
し
、
町
道
（
一
級
・
二
級
幹
線

町
道
、
そ
の
他
の
町
道
十
八
路
線
）

に
つ
い
て
は
、
町
内
業
者
に
委
託

し
て
除
雪
を
行
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▲今年度購入の除雪車

江　　府　　町　　報

12月定例町議会

六
十
年
度

各
会
計
決
算
等
を
承
認

十
二
月
定
例
町
議
会
は
、
十
一
一
月
十
七
日
か

ら
八
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
昭
和
六
十
年
度

の
各
会
計
決
算
を
は
じ
め
、
町
長
提
出
の
二
十

五
議
案
を
審
議
、
提
出
案
件
を
い
ず
れ
も
原
案

ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
議
決
さ
れ
た
主

な
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す
。

第204号

▼
昭
和
六
十
年
度
一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算

歳
入
総
額

二
一
億
九
、
二
六
六
万
七
千
円

歳
出
総
額

二
〇
億
九
、
九
六
三
万
六
千
円

差
引
残
額
九
、
三
〇
三
万
一
千
円

（
昭
和
六
十
年
度
の
一
般
会
計
及

び
特
別
会
計
の
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
に
詳
細
を

掲
載
し
て
い
ま
す
。
）

昭
和
六
十
年
度
の
各
会
計
の
予

算
執
行
に
つ
い
て
は
、
適
正
を
執

行
と
健
全
な
る
財
政
運
営
に
鋭
意

努
力
い
た
し
ま
し
た
。

特
に
国
の
行
財
政
改
革
へ
の
対

応
と
、
引
き
続
き
景
気
低
迷
の
中

で
予
算
執
行
の
見
直
し
を
行
い
、

経
済
動
向
に
よ
る
財
政
の
弾
力
性

と
運
営
の
安
定
性
に
努
力
い
た
し

ま
し
た
。

▼
江
府
町
議
会
の
議
決
に
付
す
べ

き
契
約
及
び
財
産
の
取
得
ま
た
は

処
分
に
関
す
る
条
例
の
〓
革
改
正

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
等
が
施
行
さ
れ
、
最
近
に

お
け
る
社
会
的
要
請
に
応
じ
、
公

有
地
の
一
層
の
有
効
括
用
を
図
る

た
め
、
公
有
地
に
土
地
信
託
制
度

を
導
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
た
め

本
町
も
こ
れ
に
準
じ
て
所
要
の
改

正
を
行
う
も
の
で
す
。

▼
江
府
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
集
例
の
一
部
改
正

勤
労
者
の
所
得
増
加
、
民
営
住

宅
家
賃
の
動
向
な
ど
を
考
慮
し
、

公
営
住
宅
へ
入
居
す
る
た
め
の
収

入
基
準
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て
、

公
営
住
宅
法
施
行
令
が
一
部
改
正

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
町
の
第

二
種
町
営
住
宅
の
入
居
基
準
を
引

き
上
げ
改
定
す
る
も
の
で
す
。

▼
江
府
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

第
四
条
で
外
国
人
被
保
険
者
の

取
り
扱
い
を
規
定
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
た
び
国
際
化
の
進
展
等
か
ら

国
籍
に
か
か
わ
り
を
く
、
外
国
人

登
録
を
し
て
い
る
す
べ
て
の
外
国

人
に
つ
い
て
、
国
民
健
康
保
険
が

適
用
さ
れ
て
い
る
実
情
に
鑑
み
、

同
条
を
削
除
す
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
第
六
条
に
規
定
す
る
助

産
費
に
つ
い
て
、
現
行
十
万
円
を

十
三
万
円
に
増
額
す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
国
が
段
階
的
に
行
っ

て
い
る
改
善
処
置
の
一
環
と
し
て

本
町
に
お
い
て
も
こ
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
、
給
付
改
善
を

行
う
も
の
で
す
。

第
二
次
総
合
計
画

を
審
議
承
認

▼
江
府
町
総
合
計
画
を
策
定

本
町
で
は
五
十
二
年
十
二
月
、

昭
和
六
十
年
を
目
確
と
し
た
第
一

次
総
合
計
画
を
策
定
し
、
諸
施
策

を
実
施
し
、
順
調
に
発
展
し
て
き

ま
し
た
。

既
存
の
計
画
期
間
が
終
了
し
た

こ
と
、
ま
た
、
今
日
の
町
勢
を
と

り
巻
く
諸
条
件
の
悪
化
と
、
多
様

化
す
る
新
し
い
行
政
需
要
に
積
極

3
日
月

4
日
㈹

6
日
杓

7
日
也

8
日
出

9
日
口
】

1
0
日
㈱

1
1
日
㈹

除
雪
車
入
魂
式
、
杉
谷

貝
田
部
落
役
員
来
庁

第
五
回
江
府
町
小
・
中

学
校
P
T
A
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会

江
府
中
学
校
定
期
演
奏

会岐
阜
県
出
張

（
甘
酒
茶
屋
運
営
委
員

会
視
察
）

警
友
全

職
員
互
助
会

日
野
郡
社
会
教
育
研
究

大
会
町
内
弔
問
、
青
年
の
集

ヽ
■西

部
町
村
会
、
新
道
部

落
役
員
来
庁
、
町
内
葬

儀町
慰
霊
祭
、
尾
上
原
部

落
役
員
来
庁
、
町
内
弔

問西
部
地
区
同
和
問
題
研

修
会
、
下
蚊
屋
大
根
組

合
収
穫
祭
、
町
内

在
勤
、
菅
沢
ダ
ム
管
理

所
長
・
中
電
技
術
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
重
役
・
溝

口
警
察
署
長
・
次
長
来

庁神
戸
市
出
張

（
魚
崎
町
と
の
交
流
会
）

日
野
町
江
府
町
日
南
町

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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的
に
対
応
し
、
住
民
福
祉
の
充
実

と
町
勢
の
よ
り
発
展
を
図
る
た
め

第
二
次
総
合
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
に
を
り
ま
し
た
。

本
年
七
月
、
諮
問
機
関
と
し
て

の
江
府
町
総
合
計
画
審
議
会
か
ら

答
申
を
得
て
、
県
知
事
に
協
議
具

申
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
度

了
承
を
得
ま
し
た
の
で
、
譲
合
の

承
認
を
得
る
も
の
で
す
。

（
総
合
計
画
の
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
号
に
詳
し
く
掲
載
し
ま
す
）

▼
江
府
町
過
疎
計
画
の
変
更

昭
和
五
十
九
年
度
に
策
定
い
た

し
ま
し
た
後
期
過
疎
地
域
振
興
計

画
が
新
規
事
業
の
実
施
に
伴
っ
て

本
文
に
変
更
を
生
じ
た
の
で
議
会

府
■
の
議
決
を
得
る
も
の
で
す
。

江

⑳

⑳

▼
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
四
号
）

既
定
の
予
算
額
か
ら
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
三
八
三
万
八
千
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
を
二
十
億
五
、

三
〇
六
万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
を
内
容
は
、
総
務
管
理
費
、

過
疎
バ
ス
対
策
費
、
ほ
場
整
備
事

業
費
、
農
村
基
盤
総
合
整
備
費
、

道
路
維
持
費
並
び
に
新
設
改
良
費
、

中
国
横
断
道
対
策
費
等
で
、
こ
の

財
源
と
し
て
、
県
支
出
金
、
分
担

金
及
負
担
金
等
を
減
額
し
て
予
算

を
編
成
す
る
も
の
で
す
。

▼
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

昭
和
六
十
一
年
八
月
十
二
日
の

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
国
家
公

務
員
の
一
般
職
の
職
貞
の
給
与
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
も

こ
れ
に
準
じ
て
所
要
の
措
置
を
講

ず
る
必
要
を
生
じ
、
本
町
に
お
い

て
も
国
に
準
拠
し
、
町
村
間
の
改

定
状
況
と
財
政
事
情
等
を
踏
ま
え

改
定
を
行
う
も
の
で
す
。

主
な
内
容
は
、
給
与
改
正
が
諸

手
当
を
含
み
、
二
・
三
一
托
、
扶

養
手
当
、
宿
日
直
手
当
の
額
一
部

を
引
上
げ
る
も
の
で
、
給
与
、
扶

養
手
当
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
十

一
年
四
月
一
日
か
ら
、
宿
日
直
手

当
は
、
一
月
一
日
か
ら
こ
れ
を
実

施
す
る
も
の
で
す
。

▼
一
級
町
道
俣
野
宮
市
線
道
路
改

良
工
事
（
三
工
区
）
請
負
契
約
の

締
結昭
和
六
十
一
年
度
過
疎
地
域
振

興
計
画
に
よ
り
、
一
級
町
道
俣
野

宮
市
線
道
路
改
良
工
事
（
三
工
区
）

を
施
行
す
る
た
め
、
指
名
競
争

入
札
に
よ
り
㈱
下
本
組
と
契
約
を

締
結
す
る
も
の
で
、
契
約
金
額
は

三
、
〇
七
〇
万
円
で
す
。

▼
昭
和
六
十
一
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
五
号
）

既
定
の
予
算
額
に
、
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
三
三
一
万
円
を
追
加
し

予
算
総
額
を
二
十
億
五
、
六
三
七

万
五
千
円
と
し
ま
し
た
。

主
を
内
容
は
、
人
事
院
勧
告
等

に
伴
う
職
員
の
給
与
改
定
に
よ
る

も
の
で
、
地
方
交
付
税
を
充
当
し

て
予
算
を
編
成
す
る
も
の
で
す
。

宵市自ネギグループ

優秀組織表彰

第2回日野郡野菜振興大会で、宮市

白ねぎ生産グループが、野菜産地育成

に取り組み、～舌動内容も他の模範に在

るものとして優秀組織表彰を受けま

した。森文雄さんをリーダーに会員

10名のこのグループは、昭和58年から

水田転作野菜として白ネギ栽培に取り

組み、特に婦人グループとの連携を密

にして音舌発に才舌動、集落の音舌性化につ

くされた功績が認められたものです。

▲宮市白ネギグループのみなさん

水
下
さ
ん
が

検
察
審
査
員
（
補
充
鼻

検
察
審
査
員
（
補
充
貞
）
に

水
下
行
子
さ
ん
（
久
遠
）
が
選

ば
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
昭
和

六
十
一
年
十
一
月
一
日
か
ら
六

か
月
間
で
す
。

検
察
審
査
会
は
、
十
一
人
の

審
査
員
で
つ
く
ら
れ
、
検
査
官

の
不
起
訴
処
分
が
正
し
く
行
わ

れ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
の

が
お
も
な
仕
事
で
す
。

衛
生
施
設
組
合
議
会
定

例
会
（
日
野
町
）
、
根

雨
高
校
P
T
A
顧
問
を

囲
む
会

1
8
日
㈹
江
尾
区
水
路
改
修
完
成

式1
9
日
㈹
県
下
農
業
振
興
協
議
会

会
長
会
議
（
鹿
野
町
）
、

基
本
法
制
定
要
求
県
総

決
起
集
会
（
鳥
取
市
）

20
日
㈹
農
業
委
員
会
、
日
野
病

院
運
営
委
員
会
、
中
国

電
力
社
長
来
庁

2
1
日
也
発
電
所
運
開
記
念
祝
賀

会
、
臨
時
町
村
会
、
尾

上
原
部
落
役
員
会

2
2
日
出
保
育
園
保
護
者
会
、
日

野
農
林
振
興
局
林
業
課

長
来
庁
、
明
倫
小
学
校

校
旗
完
成
式
、
町
内
弔
問

2
3
日
㈲
米
原
地
区
運
動
会
及
び

行
政
座
談
会
、
卓
球
大
会

2
4
日
㈲
新
一
そ
莱
組
合
総
会
及

び
行
政
座
談
会

2
8
日
⑫

2
9
日
出

東
京
出
張

（
全
国
町
村
長
大
会
、

全
国
山
村
振
興
連
盟
臨

時
総
会
、
全
国
過
疎
地

域
振
興
連
盟
定
期
総
会

発
電
関
係
市
町
村
全
国

協
議
会
理
事
会
）

大
阪
二
屈
都
出
張

（
江
尾
通
勤
会
）
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四角形

Soumu
四角形



昭和62年1月20日発行－（6）江　　府　　町　　報

歳入決算は、町税が昨年に比べ、4億2，569

万9千円と大幅に伸びています。内訳は下

表のとおりで、固定資産税が2億6，797万3

千円で町税の63％を占めています。これは、

俣野川発電所の放流水を活用して建設され

た俣野川ダム発電所が59年度運開したため

中国電力から支払われた固定資産税（約1

億3，500万円）によるもので、一世帯当り、

一人当りの町税負担が増えているのもその

ためです。

町　 税　 の　 内　 訳

町　　 民　　 税　 1 2 0 ，3 4 4 千 円 （2 8 ．3％ ）

固 定 資 産 税　 2 6 7 ，9 7 3千 円 （6 3 ．0％ ）

町 た ば こ消 費 税　 1 6 ，1 9 6千 円 （ 3 ．8％ ）

電　　 気　　 税　 1 4 ，6 2 7千 円 （ 3 ．4％ ）

そ　　 の　　 他　　 6 ，5 5 9千 円 （ 1 ．5％ ）

20億9，964万円

l
日
月

2
日
㈹

3
日
㈱

4
日
粥

1
1
日
㈹

1
2
日
也

郡
野
菜
振
興
大
会
（
日

野
町
）
、
農
林
水
産
省

課
長
来
庁
、
魚
崎
町
交

流
反
省
会

日
野
農
林
振
興
局
協
議

会
、
（
鳥
取
市
）
、
大
山
冬

山
遭
難
防
止
対
策
会
議

（
米
子
市
）

御
机
大
根
組
合
総
会

在
勤
、
江
府
町
商
工
会

役
員
・
池
の
内
部
落
役

員
来
庁

町
選
挙
管
理
委
員
会

森
林
組
合
役
員
会

除
雪
会
議
、
施
設
組
合

関
係
事
業
入
札
、
産
業

育
成
事
業
打
合
せ
、
吉

原
部
落
役
員
来
庁

産
業
育
成
事
業
打
合
せ
、

町
民
生
委
員
会

国
保
運
営
協
議
会
、
発

電
関
係
区
長
会
、
米
沢

通
勤
会

西
部
町
村
会
、
山
陰
中

央
新
報
社
と
の
懇
談
会
、

中
電
技
術
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
役
員
来
庁

農
業
委
員
会
、
P
T
A

連
絡
協
議
会
、
町
内
葬

儀在
勤
県
政
に
要
望
す
る
会
、

在
勤

Soumu
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歳出決算のトップは、相変らず農林水産

業費。町の基幹産業である農林業の基盤整

備等開発事業を進めているためです。次い

で、総務費、公債費となっています。公債

費は今まで実施した事業の借入金を返さい

しているためで、いかに多くの事業を実施

してきたかを表わしています。

国民健康保険
歳　入
歳　出

簡易水道事業
歳　入
歳　出

米沢財産区
歳　入
歳　出

神奈川財産区
歳　入
歳　出

江尾財産区
歳　入
歳　出

294，131千円
261，552千円

19，473千円
17，464千円

67，785千円
65，141千円

4，132千円
3，936千円

2，746千円
2．438千円

住宅新築資金等貸付事業
歳　入　　25．577千円
歳　出　　25．311千円

老人居室整備資金貸付事業
歳　入　　9，547千円
歳　出　　9，449千円

障害者住宅整備資金貸付事業
歳　入　　5，130千円
歳　出　　4，902千円

老人保健
歳　入　316，192千円
歳　出　308，435千円

奥大山国民宿舎山荘甘酒茶屋
収　入　127，836千円
支　出　121，151千円

索道運営事業
収　入
支　出

54，318千円
44，751千円

昭和60年度決算

一般会計

1
7
日
㈱

1
8
日
㈹

1
9
日
也

2
0
日
出

2
1
日
㈱

2
2
日
㈲

2
3
日
㈹

2
4
日
0
0

2
5
日
㈹

2
6
日
励

2
7
日
出

町
議
会
定
例
会
、
中
国

電
力
㈱
重
役
来
庁

転
作
会
議
（
鳥
取
市
）
、

町
教
育
委
員
会

町
議
会
定
例
会

奥
大
山
ス
キ
ー
場
開
き

池
の
内
部
落
役
員
会

在
勤
、
大
山
山
ろ
く
開

拓
建
設
事
務
所
長
来
庁

在
勤
、
町
内
各
学
校
長
・

教
育
長
来
庁

町
議
会
定
例
会

建
設
課
事
業
入
札
、
下

蚊
屋
部
落
役
員
来
庁

転
作
会
議

仕
事
納
め

Soumu
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窪
町
消
防
出
初
式

報町府江

一
月
六
日
、
恒
例
の
町
消
防
出

初
式
が
土
井
之
内
会
館
で
、
来
賓
、

西
部
広
域
消
防
署
員
、
町
消
防
団

員
ら
約
八
十
名
が
参
加
し
て
行
わ

れ
ま
し
た
。

出
初
め
式
で
は
、
井
上
町
長
が

「
思
想
が
先
行
し
、
義
務
が
お
ろ

そ
か
に
を
り
が
ち
を
現
代
の
世
想

の
中
で
犠
牲
的
精
神
で
任
務
に
あ

た
る
の
は
消
防
の
み
と
い
え
ま
す
。

今
後
と
も
町
民
の
生
命
、
財
産

の
保
全
の
た
め
一
層
努
力
し
て
下

さ
い
。
」
と
式
辞
を
述
べ
た
後
、
優

良
団
員
の
表
彰
、
来
賓
の
祝
辞
が

行
わ
れ
、
出
席
者
全
員
が
消
防
使

命
に
つ
い
て
の
決
意
を
新
た
に
し

ま
し
た
。

を
お
、
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

で
す
。
《
江
府
町
長
表
彰
》

○
功
績
章
－
川
端
孝
志
、
見
山
収

○
勤
続
章
－
見
山
収
○
精
勤
章
－

浜
本
伸
介
、
遠
藤
敏
彦

《
鳥
取
県
消
防
協
会
長
表
彰
》

○
功
績
章
－
山
根
博
司

《
西
部
消
防
協
会
長
表
彰
》

○
功
績
章
1
河
上
順
喜
、
清
水
孝

司
○
勤
続
章
－
白
石
厚
志
、
河
上

順
書
、
大
岩
泰
彦
、
安
藤
寛
、
遠

藤
功

ワッ′サンタさんだ
…一一・子供の国保育園で－…‾

」クリスマスお楽しみ金一－

ン
タ
さ
ん
だ
」
と
子
供
た
ち
は
大

喜
び
。
「
ど
こ
か
ら
や
っ
て
来
た

の
」
　
「
何
に
の
っ
て
来
た
の
」
と

質
問
を
し
た
り
し
て
楽
し
い
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

十
二
月
十
四
日
、
子
供
の
国
保

育
園
で
ク
リ
ス
マ
ス
お
た
の
し
み

会
が
開
か
れ
、
子
供
た
ち
は
、
毎

日
一
生
懸
命
練
習
し
た
元
気
い
っ

ぱ
い
の
劇
や
踊
り
を
お
父
さ
ん
や

お
母
さ
ん
た
ち
に
披
露
し
ま
し
た
。

わ
た
の
し
み
会
が
終
っ
て
か
ら

サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
一
人
一
人
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
渡
さ
れ
、
「
ワ
ッ
／
サ

歳末たすけ合い募金

善意のお餅も配布

十
二
月
一
日
か
ら
は
じ
ま
っ
た

歳
末
た
す
け
合
い
募
金
に
は
、
町

民
の
み
を
さ
ん
の
温
か
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
十

月
一
日
か
ら
の
赤
い
羽
根
共
同
募

金
と
合
せ
、
総
額
一
、
四
六
九
、

五
八
〇
円
の
募
金
が
よ
せ
ら
れ
ま

し
た
。
こ
の
浄
財
金
は
、
町
内
の
生
活
に

困
っ
て
い
る
人
達
に
温
か
い
お
正

月
を
迎
え
て
も
ら
お
う
と
江
府
町

農
協
青
年
部
が
つ
い
た
つ
き
た
て

の
お
餅
と
い
っ
し
ょ
に
町
内
の
該

当
世
帯
　
ま
た
、
町
出
身
で
福
祉

施
設
入
所
の
方
々
に
贈
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

な
お
、
募
金
の
内
訳
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

○
赤
い
羽
根
共
同
募
金

九
〇
二
、
八
八
〇
円

〇
歳
未
た
す
け
合
い
募
金

五
六
六
、
七
〇
〇
円

第204号

生児童委員も決まる

民
生
委
員
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
十
二
月
一
日
付
で
次

の
み
な
さ
ん
が
、
新
し
く
厚
生
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

民
生
委
員
は
、
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
保
護
を
要
す
る

人
の
適
切
な
指
導
、
そ
の
ほ
か
必
要
に
応
じ
た
生
活
指
導
な

ど
三
年
間
に
わ
た
っ
て
地
域
の
人
た
ち
の
生
活
と
福
祉
向
上

の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
す
。
（
敬
称
略
）

新見詮道（吉原）

℡75－2558

担当区：吉原・西成・袋原

河上紀憲子（宮市）

℡75－3038

担当区：宮市・宮市原・杉谷

／・〝一一二二【＿．、、

岡本知裏夫（御机）　田中　純子（江尾）

℡75－3552　　　　　　　℡75－2308

担当区：御机・笠良原・鏡ケ成　担当区：本町1．2．3丁百

・一　、－－－や＼

藤原　　－
℡75－2689

担当区：尾上原・日の詰・
深山□

住田武雄（佐川）
℡75－2088

担当区：佐川

珊

安江久夫（洲河崎）

℡75－2208

担当区：下安井・洲河崎

神庭　栄（大河原）
℡75－2157

担当区：大河原

●

●

Soumu
四角形

Soumu
四角形

Soumu
四角形



江　　府

保健婦からひとこと▽

心筋梗塞を防ぐ魚

「秋刀魚・鰯・鯖は「心筋硬塞を防

ぐ魚」です。

これらの魚に多く含まれているエ

イコサペンタエン酸という脂肪酸には、

血液の中の血小板の凝集を抑える働き

があるので、「心筋硬箋」や「脳血栓」

を防ぐのです。

このことは、心臓病が農村に比べて

漁村に少ないことでも明らかですが、

エイコサペンタエン酸の欠点は非常に

酸化し易いことで、一度酸化すると今

度は動脈硬化の引き金にも在りかねま

せん。魚は新鮮なものを食べることです。

町　　報－昭和62年1月20日発行－第204号

≦　　　　　　　「新しい

岡田峯晴（貝田）

℡75－3781

宮本幸人（江尾）
℡75－2097

担当区：貝田　　　　　担当区：新町1．2丁目

奥田　薫（柿原）
℡75－2758

谷口雅教（小原）

℡75－3161

担当区：柿原　　　　　担当区：美用・粟尾・小原

手島恵美子（小江尾）

℡75－2902

仲嶋黄道（本五）

℡75－2574

担当区：小江尾・大万・久連　　担当区：本町4．5丁目

徳岡健一（半の上）　　加藤美佐子（池の内）
℡75－2238　　　　　　℡75－2291

担当区：荒B・半の上・宮の前　担当区：池の内

山本喜和（下蚊屋）

℡75－3675

担当区：助沢・下蚊屋

生田嘉美（新道）

℡75－2411

担当区：武庫・新道・一旦

⑳
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第204号

健法が改正

江　　府　　町　　報 昭和62年1月20日発行－（10）

制度の安定的運営を図るため、昭和62年1月1日から、老人保健法

の3点が改正されました。改正点の概要と私たちに直接関係ある日

実際どうなるのかQ＆Aで考えてみましょう。

【Q3】低所得者とは具体的にどういう人が対象になるのですか。

【A】老齢福祉年金の受給者で、その属する世帯の生計を主として維持す

る者が（∋市町村民税（所得割を除く。）非課税又は（D生活保護法に基づ

く要保護者の場合に対象にをります。

手続は、市町村長に「入院時一部負担金減額認定申請書」を提出し、

「入院時一部負担金減額認定証」の交付を受け、これを医療機関に提

示してください。なお、上記の要件に該当する者がやむを得をい理由

により認定手続が間に合わない場合又は医療機関の窓口で提示するこ

とができをかった場合には、差額分の医療費の支給申請ができます。

【Q 4 】 従来 、被用者保険本人の入院時自己負担金は、50日闇の限度があリ

ましたが、今回の改正でどう変わりましたか。

【A】被用者保険本人の上記の特例は、今回の改正でなくなり、一般の方

と同様に入院期間全てに支払が必要になります。

【0 5 】 人工腎臓を実施している慢性腎不全の場合 、入院時自己負担金の特

例があると聞きましたが、その内容はどういうものですか。

【A】厚生大臣が定める疾病に係る医療を受けている人は、同一月に同一

の医療機関に支払う入院時自己負担金の合計額は1万円が限度になり

ます。疾病は上記のもののほかに、血友病が対象になります。

手続は、市町村長の認定を受け、「老人保健特定疾病療養受療証」

を医療機関に提示してください。

【Q6】今回の改正は、特別医療費助成制度とどう関係しますか。

【A】（∋重度心身障害者

従来通り、医療機関窓口での支払は不要です。

をお、医療機関が市町村へ請求する老人保健法適用者の特別医療

費請求書の金額は、今回の改定された金額になります。

②1歳未満・特定疾病・母子家庭

医療機関窓口での支払は、今回の改定された金額にをります。

なお、月の初回受診時の医療費の自己負担金が800円未満の場合

は、その未満額を徴収し、特別医療費への請求はありません。

（例）月の初回の内容　266点（2，660円×3／10＝798円＜800円）の場合

Soumu
四角形

Soumu
四角形
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昭和62年1月20日発行－第204号

老人保
老人保健

のうち、次

己負担額が

1．自己負担の改定（昭和62年1月1日施行）
外来　1月につき400円

入院　1日につき300円

（2か月限度）

1月につき800円

1日につき400円

（限度なし）

ただし、低所得者（老齢福祉年金受給者で、市町村民税非課税世

帯）の入院時自己負担金は、1日につき300円で2か月を限度とす

る。

2．加入者按分率の引き上げ

（改正前）　　（61年度）　　（62～64年度）　　（65年度～）
44．7％

老人保健制度は、老人医療費を国民全体が公平に負担することをねらい

として創設されました。加入者接分率を100％にすることにより、どの医療

保険も同じ割合（1，000人当たり69人）でお年寄りを抱えることになり、公
平な負担が実現します。

3．老人保健施設の創設

今後増大するねたきりなどのお年寄りに、医療サービスと生音舌サービス

を合わせて提供する新しい施設として、「老人保健施設」を創設し、計画的

な整備を進めます。

【Q l 】 このたび 、自己負担金が改定 され ましたが 、それは どういう理由か

らですか。

【A】自己負担金の改定は、世代間の費用負担の公平化、健康への自覚と

適正な受診という観点からお願いするものです。老人の必要な受診を

抑制するものではありません。

【Q Z 】 現在 、入院期間は 2 か月を超えていますが、自己負担金の支払は必

要でしょうか。

【A】改正前の入院時自己負担金の支払は、2か月を限度としていました

が、このたびの改正により入院期間全てに支払が必要になり、既に2

か月を超えている方も支払が必要になります。

ただし、低所得者の方については、2か月限度です。

⑳

⑳
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昭和62年1月20日発行－（12）

2
0
歳
に
な
っ
た
ら

年
金
に
加
入
を

報町府江

成
人
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
、

国
民
年
金
を
ご
存
じ
で
す
か
。

国
民
年
金
は
二
十
歳
か
ら
六
十

歳
ま
で
の
人
は
必
ず
加
入
し
を
け

れ
ば
を
ら
を
い
も
の
で
（
大
学
生

や
年
金
受
給
者
は
任
意
加
入
）
現

在
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
等
に
勤

務
先
で
加
入
し
て
い
る
方
は
、
そ

の
中
に
国
民
年
金
も
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
年
金
は
、
老
後
の
保
障
を
目
的

と
し
た
老
齢
年
金
だ
け
の
も
の
で

は
を
く
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

を
ど
思
い
が
け
な
い
事
故
に
あ
っ

た
と
き
に
も
保
障
が
行
わ
れ
ま
す
。

老
後
や
不
慮
の
事
故
に
対
す
る

備
え
は
、
若
い
う
ち
か
ら
準
備
を

し
て
お
か
を
け
れ
ば
在
り
ま
せ
ん
。

二
十
歳
に
な
っ
た
ら
、
必
ず
国
民

年
金
に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
月
額

七
、
一
〇
〇
円
で
す
。
ま
た
、
保
険

料
を
納
め
ら
れ
を
い
人
の
た
め
に
、

保
険
料
納
付
が
免
除
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

放
っ
て
お
く
と
将
来
自
分
の
も

ら
え
る
年
金
が
少
な
く
な
り
、
ま

た
受
給
手
続
き
も
め
ん
ど
う
に
在

り
ま
す
。

何
れ
の
年
金
制
度
に
も
加
入
し
て

い
な
い
人
は
、
役
場
民
生
課
で
至

急
加
入
手
続
き
を
し
て
下
さ
い
。

第204号

絹
名
転

十
一
月
二
十
七
日
の
日
本
赤
十

字
社
の
献
血
に
、
六
十
八
名
の
皆

さ
ん
か
ら
心
温
ま
る
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

☆
印
は
、
献
血
功
労
章
交
付
者

（
献
血
回
数
十
回
）
の
方
で
す
。

献
血
者
芳
名
（
敬
称
略
）

役
壌
r
－
－
日
野
尾
泰
司
、
宮
本

正
啓
、
南
波
千
明
、
☆
井
上
あ
け

み
、
千
藤
正
、
山
川
浩
市
、
後
栄

子
、
井
上
倶
子
、
小
林
健
治
、
下

垣
書
正
、
篠
田
勇
夫
、
桧
原
俊
二
、

川
端
孝
志
、
清
水
孝
司
、
岡
田
雄

成
、
大
岩
勝
美
、
池
田
健
一
、
横

井
久
、
塚
原
　
守
、
太
田
厚
、
大

塚
和
子
、
河
上
英
明

江
府
町
農
協
　
－
　
遠
藤
敏
彦
、

西
村
弘
樹
、
桧
原
公
明
、
細
田
清

則
、
☆
加
藤
息
和
、
藤
原
泰
久
、

末
次
清
士
、
砂
口
正
文
、
佐
々
木

一
成
、
大
岩
徹
、
加
藤
斉
、
日
野

尾
佐
保
、
坂
口
理
郎
、
川
上
慶
恵
、

小
笠
原
弥
寿
子
、
河
上
収
、
平
川

陽
之
、
長
岡
和
代
、
加
藤
誉
正
、

川
上
公
行
、
川
上
千
鶴
、
加
藤
美

和
、
三
上
由
理
子
、
藤
原
浩
行

江
尾
郵
便
局
　
－
　
船
越
寛
明
、

中
川
秀
樹
、
☆
中
村
眞
佐
雄
、
徳
岡

建
男
、
徳
岡
明
美
、
宇
田
川
義
明

中
国
電
力
　
－
　
木
村
剛
、
西
尾

憲
司
、
酒
井
洋
、
橋
谷
久
美
、
日

野
美
弘
、
未
国
光
彦
、
村
上
睦
、

国
頭
嘩
一
郎
、
☆
下
坂
美
鈴
、
川

上
幸
恵
、
☆
前
田
良
一
、
内
藤
裕

司
、
藤
原
昌
美
、
宇
田
川
サ
カ
工
、

鈴
木
周
一
、
武
田
博

個
人
事
業
税
、
自
動
車
税
の

納
税
は
口
座
振
替
で

口
座
振
替
納
税
制
度
と
は
…

○
銀
行
、
信
金
、
労
金
、
農
協
な

ど
金
融
機
関
に
口
座
の
あ
る
方

は
ど
な
た
で
も
利
用
で
き
る
自

動
振
替
の
納
税
制
度
で
す
。

○
こ
の
制
度
を
ご
利
用
に
在
る
と
、

納
税
書
は
、
指
定
さ
れ
た
金
融

機
関
に
直
接
送
付
し
ま
す
の
で
、

納
税
手
続
は
す
べ
て
金
融
機
関

が
あ
を
た
に
代
わ
っ
て
行
い
ま

す
。
あ
な
た
は
受
け
と
ら
れ
た

納
税
通
知
書
に
よ
り
口
座
の
残

高
を
確
認
い
た
だ
く
だ
け
で
確

実
に
納
期
内
に
納
税
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
の
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
他
県
税
に
つ
い
て
、
お
気

づ
き
、
ご
不
明
を
点
が
あ
り
ま

し
た
ら
西
部
県
税
事
務
所
、
収

税
課
、
指
導
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
（
依
頼
申
請
書
は
、

役
場
に
も
あ
り
ま
す
。
）

電
話
○
釜
九
（
三
四
）
六
二
二

（
内
線
　
二
〇
七
）

＊交
通
事
故
相
談

ご
あ
ん
な
い

日
本
損
害
協
会
で
は
、
交
通
事

故
相
談
所
を
設
置
し
て
、
事
故
後

の
処
置
か
ら
賠
償
請
求
手
続
き
そ

の
他
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

●
設
置
場
所

米
子
市
椛
町
一
丁
目
一
六
〇

西
部
総
合
事
務
所
一
階

米
子
交
通
事
故
相
談
所

電
話
（
○
仝
九
）
三
四
－
聖
二
内
線
一
看

●
相
談
時
間

月
曜
日
～
金
曜
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

土
曜
日
午
前
九
時
～
午
前
十
一
時
三

十
分

（
日
曜
日
・
祝
祭
日
は
、
休
み
で

す
）

⑳
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昭和62年1月20日発行－第204号

人
の
動
き

二
∴
㍉
）

天
壌
　
正
実

上
口
　
敦
美

藤
森
　
茂
治

住
田
か
え
で

江
尾
徳
島
県
徳
島
市
か
ら

日
野
郡
溝
口
町

佐
川
か
ら

江
尾
日
野
郡
日
野
町
か
ら

十

一

月

届

□
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

報
　
酬
山
都
美
用
）

ご
■
－
∴
∴
」

原
　
　
繁
喜

府
　
　
木
谷
　
麻
弥

平
塚
　
得
生

江

小
椋
　
洋
子

吉
田
　
裕
次

赤
井
　
仁
美

長
谷
川
　
寛

中
野
み
ど
り

岡
田
　
真
治

加
藤
　
聖
子

舟
越
　
譲
司

永
井
千
久
子

森
　
　
達
也

小
林
久
美
子

粛
木
　
洋
志

川
上
　
玲
子

））））））））

御
机
西
伯
郡
名
和
町
か
ら

西
伯
郡
名
和
町
か
ら

江
尾
島
根
県
出
雲
市

佐
川
か
ら

兵
庫
県
宝
塚
市

御
机
か
ら

岩
美
郡
福
部
村

江
尾
か
ら

日
野
郡
日
南
町
か
ら

江
尾
境
港
市

俣
野
か
ら

日
野
郡
日
野
町

中
江
尾
か
ら

武
庫
山
形
県
鶴
岡
市
か
ら

米
子
市

久
遠
か
ら

□
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

本
一
藤
田
　
賛
5
1
歳
　
幸
義
宅

小
江
尾
篠
田
一
男
5
3
歳
　
勇
夫
宅

宮
市
　
景
山
弥
柴
子
7
6
歳
幸
夫
宅

洲
河
崎
小
峰
か
め
の
9
6
歳
　
繁
宅

新
一
赤
井
吉
治
6
7
歳
　
濱
江
宅

コ
日
　
和
仁

11月中寄託分

□
香
典
返
し
と
し
て

貝
　
田
　
森
田
金
重
殿

（
母
ふ
さ
こ
様
ご
逝
去
）

本

一

藤

田

幸

一

殿

（
父
賓
様
ご
逝
去
）

小
江
尾
　
篠
田
智
恵
子
殿

（
ご
主
人
一
男
様
ご
逝
去
）

宮
　
市
　
景
山
幸
夫
殿

（
母
弥
栄
子
様
ご
逝
去
）

ロ
内
祝
と
し
て

本
　
二
　
言
川
光
恵
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

柿
　
原
　
奥
田
敏
明
殿

（
母
嶋
代
様
退
院
）

本
　
五
　
岡
田
敏
雄
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
安
井
　
久
木
楠
夫
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
小
椋
政
幸
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

大
河
原
　
安
田
勝
代
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

御
　
机
　
加
藤
淑
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
一
上
原
裕
臣
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

久
　
連
　
竹
内
由
枝
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
藤
原
康
志
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

吉
　
原
　
松
原
　
寛
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善
意
銀
行
受
払
報
告

1
、
十
月
末
累
計
額

三
百
五
十
五
万
八
百
五
十
一
円

2
、
十
一
月
中
寄
付
額

二
十
三
万
円

内
　
　
訳

香
典
返
し
　
十
一
万
円

快
気
祝
　
　
十
二
万
円

3
、
十
一
月
末
累
計
額

三
百
七
十
八
万
八
百
五
十
一
円

人口と世帯
（11月30日現在）

総人口　　4，857人

男　　　2．338人

女　　　2，515人

世帯数　1．244世帯

㈱東京法規出版発行ミ健康詭クイズミより
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人の動き
占中二等りt占リム等

届月21

清
水
　
正
史

本
庄
　
明
子

江
尾
日
野
郡
溝
口
町
か
ら

■
ご
め
い
福
を
祈
り
ま
す

日
の
譜
　
岡
本
　
守
　
6
6
歳
菊
子
宅

下
蚊
屋
　
大
岩
嘩
一
郎
4
8
歳
登
志
子
宅

報Tm
P府江

□
お
誕
生
お
め
で
と
う

佐
　
川
　
住
田
麻
衣
　
孝
昭
長
女

貝
　
田
　
森
田
結
衣
　
重
彦
二
女

尾
上
原
　
藤
原
恵
里
香
辰
美
二
女

尾
上
原
　
藤
原
孝
紀
　
寿
昭
二
男

久
　
連
　
関
内
香
利
　
崇
利
二
女

本
町
三
　
中
川
敦
紀
　
正
春
三
男

□
ご
結
婚
を
祝
し
ま
す

コ
・
つ
　
　
い

と

　

ざ

誹
」

12月中寄託分

山
本
　
雄
三

平
野
　
裕
美

山
本
　
克
己

岡
田
　
人
美

木
嶋
　
弘
樹

酒
井
由
美
子

江
島
　
俊
也

第204号

木安清和桧片神
村井水田原岡庭

春昭綾　　信孝
己彦子肇子則睦

）））））））
江
尾
日
野
郡
溝
口
町
か
ら

倉
吉
市

中
江
尾
か
ら

俣
野
か
ら

日
野
郡
溝
口
町

長
崎
市

大
河
原
か
ら

広
島
県
福
山
市

下
安
井
か
ら

広
島
県
福
山
市

吉
原
か
ら

米
子
市

江
尾
か
ら

『
香
典
返
し
と
し
て

新
一
赤
井
濱
江
殿

（
ご
主
人
吉
治
様
ご
逝
去
）

日
ノ
話
　
岡
本
菊
子
殿

（
ご
主
人
守
様
ご
逝
去
）

洲
河
崎
　
小
峰
繁
殿

（
母
か
め
の
様
ご
逝
去
）

下
蚊
屋
　
大
岩
登
志
子
殿

（
ご
主
人
辞
一
郎
様
ご
逝
去
）

□
内
祝
と
し
て

本

一

岡

田

若

枝

殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

下
蚊
屋
　
仲
田
槌
治
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

貝
　
田
　
遠
藤
功
殿

十、田

（
ご
本
人
様
退
院
）

池
ノ
内
　
木
山
不
二
若
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本
　
二
　
福
田
絹
江
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
道
　
大
塚
忠
行
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
赤
井
福
金
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

新
　
二
　
大
岩
泰
彦
殿

（
次
男
俊
輔
様
退
院
）

俣
　
野
　
福
岡
俊
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

本

一

岡

田

昭

一

殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

佐
　
川
　
森
谷
明
夫
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

美
　
用
　
川
上
茂
穂
殿

（
母
ふ
み
江
様
退
院
）

吉
　
原
　
砂
口
須
磨
子
殿

（
ご
本
人
様
退
院
）

盤雨日本画展
後援／日野郡江府町

日野郡江府町の出身、日本

画の異色作家。殊に、郷土に取

材した大山の風景、得意とし

た美人画をど約50点が展示さ

れます。ぜひご覧下さい。

ヽ会期

1月25日（日）～2月1日（日）

川10：00トPM5：00

■会場

ミネルバ

（エレガンスオオタ3F）
米子市角盤町と30高島屋前（エ朗寸分F）

、経歴＼・

本名　伊達一一・雄

昭和22年よりit二府町々議10年
鳥取県展出品3回
各美術展に人選
個展3回

日本画好友会々長

昭和43年より「美術家名鑑」【こ掲搬され
無所属作家として清純。
膵谷木運に師事。

以
上
、
社
会
福
祉
事
業
に
ご
寄

付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

江
府
町
社
会
福
祉
協
議
会

善意銀行受払報告
1、11月末累計額
378万851円
2、12月中寄付額
20万8千円
内　訳

香典返し　7万円
快気祝　13万8千円
3、12月末累計額
398万8．851円

（
、
国
保
健
康
ク
イ
ズ
〕

鞍
法
認
罷
駁
撃

★
l
日
に
食
べ
た
い
食
品
の
礪
徽
…
料
理

の
素
材
と
し
て
使
用
す
る
食
品
の
数
を
－

8
3
0
食
品
を
目
標
と
す
れ
ば
、
自
然
に
必

要
な
栄
養
素
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
と
る
こ
と

が
で
き
ま
す
　
（
厚
生
省
「
健
康
づ
く
り
の

た
め
の
食
生
活
指
針
」
参
照
）
。

★
l
日
の
貴
壇
摂
取
量
…
日
本
人
の
食
塩

好
き
は
世
界
的
に
も
有
名
。
そ
れ
が
高
血

圧
や
脳
卒
中
の
多
い
原
因
と
い
わ
れ
ま
す
。

国
民
栄
養
調
査
に
よ
れ
ば
、
日
本
人
の
－

日
当
た
り
の
食
塩
摂
取
量
は
ほ
・
2
g
。
－

日
■O
g
以
下
と
い
う
目
標
に
は
ま
だ
ま
だ

及
ば
な
い
の
が
実
情
で
す
。
ち
な
み
に
、

ア
メ
リ
カ
の
改
善
目
標
は
－
日
5
g
以
下
。

★
ひ
と
口
に
か
む
回
教
…
〝
軟
食
時
代
〟

と
い
わ
れ
る
現
代
人
は
か
む
回
数
が
減
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。
よ
く
か
め
ば
、
㊥
消

化
が
よ
く
な
る
②
歯
ぐ
き
を
丈
夫
に
す
る

③
あ
ご
の
運
動
が
大
脳
を
刺
激
し
て
頭
を

活
性
化
す
る
④
か
む
と
き
に
で
て
く
る
唾

液
に
は
脳
の
老
化
を
防
い
た
り
、
発
が
ん

物
質
を
中
和
し
た
り
す
る
物
質
が
含
ま
れ

て
い
る
な
ど
、
効
用
が
い
っ
ぱ
い
。
車
低

2
0
回
は
か
む
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

儀轟づくりのための食生活緒針

1．多様な食品で栄養バランスを
・一日30食品を目標に
・主食、主菜、副菜をそろえて
2．日常の生活活動に見合ったエネル
ギーを
・食べすぎに気をつけて、肥満を予防
・よくからだを動かし、食事内容に
ゆとりを
3．脂肪は霊と質を考えて
・脂肪はとりすぎないように
・動物性の脂肪より植物性の油を多
・めに
4．食塩をとりすぎないように
・食堰は一日10クラム以下を自標に
・調理の工夫で、むりなく減塩
5．こころのふれあう楽しい食生活を
・食卓を家族ふれあいの場に
・家庭の味、手つくりのこころを大
切に
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